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『月刊 文化沖縄』原本と復刻版の対照表
（注）通巻数は編集部作成

復刻版 
巻数 通巻数 原本巻号 発行年 月 表紙表記 本文 

頁数 判型 摘要

第 1 巻

１号 １巻１号 1940 年 8 月  8 月創刊号 32

Ｂ５

編集発行人・本山豊
２号 １巻２号 9 月  9 月号 32 1巻2号墨有り
３号 １巻３号 10 月 10 月号 32
４号 １巻４号 11 月 11 月号 32
５号 １巻５号 12 月 12 月号 32

６号 ２巻１号 1941 年 1 月  1 月 2 月合併号 36 この号以降、表紙に
「新体制規格版」表記

７号 ２巻２号 3 月  3 月号 32 2巻1号墨有り
８号 ２巻３号 4 月  4 月号 32
９号 ２巻４号 5 月  5 月号 32

１０号 ２巻５号 6 月  6 月号 32

第 2 巻

１１号 ２巻６号 7 月  7 月号 32
１２号 ２巻７号 8 月  8 月号 創刊１周年記念 36
１３号 ２巻８号 9 月  9 月号 32

１４号 ２巻９号 10 月 10 月号 32
この号以降、表紙に

「 日 本 規 格 版B列5
番」表記

１５号 ２巻 10 号 11 月 11 月号 32
１６号 ２巻 11 号 12 月 12 月号 32
１７号 ３巻１号 1942 年 1 月  1 月新春号 32
１８号 ３巻２号 2 月  2 月号 南進問題特輯号 32
１９号 ３巻３号 3 月  3 月号 32
２０号 ３巻４号 5 月  4・5 月合併号 32

第 3 巻

２１号 ３巻５号 7 月  7 月革新号 38

Ａ５

この号から編集発行
人・馬上太郎。判型
表記もなくなる

２２号 ３巻６号 8 月  8 月躍進号 36
２３号 ３巻７号 9 月  9 月号 48
２４号 ３巻８号 10 月 10 月号 48
２５号 ３巻９号 11 月 11 月号 56
２６号 ３巻 10 号 12 月 12 月号 50

２７号 ４巻１号＊ 1943 年 １月  1 月号 60 ＊原本表紙は、４巻
11号と誤植

２８号 ４巻２号 2 月  2 月号 44
２９号 ４巻３号 3 月  3 月号 44

第 4 巻

３０号 ４巻４号 4 月  4 月号 50
３１号 ４巻５号 5 月  5 月号 48
３２号 ４巻６号 6 月  6 月号 50
３３号 ４巻７号 7 月  7 月号 40
３４号 ４巻８号 8 月  8 月号 琉球芸術展望号 40
３５号 ４巻９号 9 月  9 月号 40
３６号 ４巻 10 号 10 月 10 月号 生活の科学化号 42
３７号 ４巻 11 号 11 月 11・12 月合併号 38
３８号 ５巻１号 1944 年 1 月 新年号 44

　別冊 　解説・総目次・索引
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◎ 推薦―仲程昌徳・阪井芳貴
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縄の文化人たち。
編集発行人は本山豊、同人は本山豊・石川文一・金城安太郎の三
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観光、移民事情、政治・経済、教育など、さまざまな領域に関わ
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宮尾しげを、山里永吉、山城正忠、ほか
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※内容見本は縮小しています

　
蘇
る
「
文
化
綜
合
雑
誌
」

　
　
―
昭
和
戦
前
期
の
文
化
運
動
発
信
の
場
に
接
す
る
喜
び
―

阪
井
芳
貴
（
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
教
授
）

戦
前
に
沖
縄
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
、
雑
誌
の
復
刻
事
業
が
進
み
、
近
代
沖
縄
研

究
が
新
た
な
進
展
を
始
め
て
い
る
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

今
回
復
刻
さ
れ
る
「
月
刊　

文
化
沖
縄
」
は
、
昭
和
一
五
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て

発
行
さ
れ
た
「
文
化
綜
合
雑
誌
」
で
あ
る
。
そ
の
創
刊
は
、
戦
時
体
制
の
下
、
新
た
な

雑
誌
の
発
刊
が
禁
止
さ
れ
る
直
前
の
、
ま
さ
に
時
局
と
の
軋
轢
、
摩
擦
を
抱
え
な
が
ら

の
出
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
沖
縄
の
「
目
覚
ま
し
き
文
化
運
動
」
の
発

信
の
場
を
創
り
、「
地
方
文
化
の
高
揚
」
を
使
命
と
す
る
と
い
う
大
い
な
る
意
気
込
み

が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
伊
波
普
猷
が
確
立
し
た
沖
縄
学
の
発
展
と
、
急
速
な
日

本
化
の
反
動
と
も
言
う
べ
き
沖
縄
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
露
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
執
筆
者
も
、
山
城
正
忠
・
尚
順
・
島
袋
全
発
ら
、
当
時
の
沖
縄
を
代
表

す
る
言
論
人
・
教
育
者
・
文
学
者
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
遺
さ
れ

た
全
三
八
冊
か
ら
は
、
沖
縄
が
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
状
況
と
、
あ
く
ま
で

も
琉
球
・
沖
縄
の
文
化
の
再
評
価
・
再
認
識
の
発
揚
を
促
す
姿
勢
の
両
面
が
読
み
取
れ

る
。
近
代
沖
縄
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
興
味
深
く
、
貴
重
な
資
料
は
他
に
な
い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

最
後
の
発
刊
と
な
っ
た
第
五
巻
第
一
号
に
は
「＂
文
化
沖
縄
＂
は
沖
縄
人
が
未
来
へ

の
大
き
な
希
望
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
言
が
見
え
る
が
、
そ
の
希
望
は
戦
局

の
悪
化
と
沖
縄
戦
で
す
べ
て
破
砕
さ
れ
た
。
が
、
今
日
、
七
○
年
を
経
て
蘇
っ
た
「
文

化
沖
縄
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
の
沖
縄
に
も
大
い
に
刺
激
を
も
た
ら

す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
万
人
に
薦
め
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
諸
刃
の
剣

仲
程
昌
徳
（
元
琉
球
大
学
教
員
）

沖
縄
の
「
文
化
」
問
題
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
も
の
に
と
っ
て
、
一
九
四
〇
年
は
、

「
方
言
論
争
（
標
準
語
論
争
）」
が
持
ち
上
が
っ
た
年
と
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
論
争
は
、
ほ
ぼ
一
年
続
き
、
言
語
問
題
だ
け
で
な
く
、
柳

田
国
男
、
柳
宗
悦
の
対
談
に
比
嘉
春
潮
が
加
わ
り
「
民
芸
と
民
俗
学
の
問
題
」
と
い
っ

た
対
談
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
全
般
に
及
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
沖
縄
が
急

浮
上
し
た
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
、
十
二
月
に
は
、
こ
れ

ま
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
沖
縄
日
報
』『
沖
縄
朝
日
新
聞
』『
琉
球
新
報
』
三
紙
が
統
合

さ
れ
て
、『
沖
縄
新
報
』
一
紙
に
な
っ
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
新

聞
の
統
合
は
、
他
で
も
な
く
言
論
統
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
な
発
言
に
限

ら
ず
文
化
問
題
に
た
い
す
る
自
由
な
発
言
に
関
し
て
も
そ
の
許
容
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
月
刊 

文
化
沖
縄
』
は
、
そ
う
い
う
社
会
的
な
状
況
の
な
か
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で

あ
っ
た
。
発
刊
で
き
た
こ
と
自
体
が
奇
跡
で
あ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
創
刊
に
関
わ
っ
た
も
の
た
ち
の
意
気
込
み
は
天
を
衝
く
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
例

え
ば
、県
下
唯
一
の
月
刊
雑
誌
だ
と
い
う
自
負
と
と
も
に
、「
沖
縄
文
化
の
為
粉
骨
砕
身
、

損
得
の
問
題
は
暫
く
措
く
」
と
い
っ
た
「
編
集
の
弁
」
に
よ
く
現
れ
て
い
た
。

雑
誌
は
、「
文
化
運
動
」「
文
芸
運
動
」
と
り
わ
け
映
画
・
演
劇
関
係
の
目
立
つ
編
集

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
一
般
大
衆
の
啓
蒙
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し

た
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
啓
蒙
こ
そ
「
地
方
文
化
の
急
務
」
と
し
て
信
じ
ら
れ
た
に

違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
し
か
し
諸
刃
の
剣
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
諸
論
稿
は
、
よ
く
示
し

て
い
た
。
時
代
の
非
情
さ
を
、
よ
く
伝
え
る
雑
誌
に
な
っ
て
い
る
由
縁
で
あ
る
。

『
月
刊 

文
化
沖
縄
』
推
薦
文

内 容 見 本
第
一
巻
第
一
号

表
紙 

絵
「
琉
球
の
姫
」
金
城
安
太
郎

第
五
号
第
一
号
表
紙
「
首
里
之
印
」

▼  第一巻第二号

▲ 

▼
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第
一
巻
第
四
号
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な
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そ
の
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の
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速
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日
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城
正
忠
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尚
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島
袋
全
発
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、
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時
の
沖
縄
を
代
表

す
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・
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育
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・
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学
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名
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連
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冊
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へ

の
大
き
な
希
望
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
言
が
見
え
る
が
、
そ
の
希
望
は
戦
局

の
悪
化
と
沖
縄
戦
で
す
べ
て
破
砕
さ
れ
た
。
が
、
今
日
、
七
○
年
を
経
て
蘇
っ
た
「
文

化
沖
縄
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
の
沖
縄
に
も
大
い
に
刺
激
を
も
た
ら

す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
万
人
に
薦
め
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
諸
刃
の
剣

仲
程
昌
徳
（
元
琉
球
大
学
教
員
）

沖
縄
の
「
文
化
」
問
題
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
も
の
に
と
っ
て
、
一
九
四
〇
年
は
、

「
方
言
論
争
（
標
準
語
論
争
）」
が
持
ち
上
が
っ
た
年
と
し
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
論
争
は
、
ほ
ぼ
一
年
続
き
、
言
語
問
題
だ
け
で
な
く
、
柳

田
国
男
、
柳
宗
悦
の
対
談
に
比
嘉
春
潮
が
加
わ
り
「
民
芸
と
民
俗
学
の
問
題
」
と
い
っ

た
対
談
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
全
般
に
及
ん
で
い
っ
た
こ
と
で
、
沖
縄
が
急

浮
上
し
た
年
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
、
十
二
月
に
は
、
こ
れ

ま
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
『
沖
縄
日
報
』『
沖
縄
朝
日
新
聞
』『
琉
球
新
報
』
三
紙
が
統
合

さ
れ
て
、『
沖
縄
新
報
』
一
紙
に
な
っ
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
新

聞
の
統
合
は
、
他
で
も
な
く
言
論
統
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
な
発
言
に
限

ら
ず
文
化
問
題
に
た
い
す
る
自
由
な
発
言
に
関
し
て
も
そ
の
許
容
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
月
刊 

文
化
沖
縄
』
は
、
そ
う
い
う
社
会
的
な
状
況
の
な
か
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で

あ
っ
た
。
発
刊
で
き
た
こ
と
自
体
が
奇
跡
で
あ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
創
刊
に
関
わ
っ
た
も
の
た
ち
の
意
気
込
み
は
天
を
衝
く
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
例

え
ば
、県
下
唯
一
の
月
刊
雑
誌
だ
と
い
う
自
負
と
と
も
に
、「
沖
縄
文
化
の
為
粉
骨
砕
身
、

損
得
の
問
題
は
暫
く
措
く
」
と
い
っ
た
「
編
集
の
弁
」
に
よ
く
現
れ
て
い
た
。

雑
誌
は
、「
文
化
運
動
」「
文
芸
運
動
」
と
り
わ
け
映
画
・
演
劇
関
係
の
目
立
つ
編
集

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
一
般
大
衆
の
啓
蒙
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し

た
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
啓
蒙
こ
そ
「
地
方
文
化
の
急
務
」
と
し
て
信
じ
ら
れ
た
に

違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
し
か
し
諸
刃
の
剣
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
諸
論
稿
は
、
よ
く
示
し

て
い
た
。
時
代
の
非
情
さ
を
、
よ
く
伝
え
る
雑
誌
に
な
っ
て
い
る
由
縁
で
あ
る
。

『
月
刊 

文
化
沖
縄
』
推
薦
文

内 容 見 本
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一
巻
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一
号

表
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城
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『月刊 文化沖縄』原本と復刻版の対照表
（注）通巻数は編集部作成

復刻版 
巻数 通巻数 原本巻号 発行年 月 表紙表記 本文 

頁数 判型 摘要

第 1 巻

１号 １巻１号 1940 年 8 月  8 月創刊号 32

Ｂ５

編集発行人・本山豊
２号 １巻２号 9 月  9 月号 32 1巻2号墨有り
３号 １巻３号 10 月 10 月号 32
４号 １巻４号 11 月 11 月号 32
５号 １巻５号 12 月 12 月号 32

６号 ２巻１号 1941 年 1 月  1 月 2 月合併号 36 この号以降、表紙に
「新体制規格版」表記

７号 ２巻２号 3 月  3 月号 32 2巻1号墨有り
８号 ２巻３号 4 月  4 月号 32
９号 ２巻４号 5 月  5 月号 32

１０号 ２巻５号 6 月  6 月号 32

第 2 巻

１１号 ２巻６号 7 月  7 月号 32
１２号 ２巻７号 8 月  8 月号 創刊１周年記念 36
１３号 ２巻８号 9 月  9 月号 32

１４号 ２巻９号 10 月 10 月号 32
この号以降、表紙に

「 日 本 規 格 版B列5
番」表記

１５号 ２巻 10 号 11 月 11 月号 32
１６号 ２巻 11 号 12 月 12 月号 32
１７号 ３巻１号 1942 年 1 月  1 月新春号 32
１８号 ３巻２号 2 月  2 月号 南進問題特輯号 32
１９号 ３巻３号 3 月  3 月号 32
２０号 ３巻４号 5 月  4・5 月合併号 32

第 3 巻

２１号 ３巻５号 7 月  7 月革新号 38

Ａ５

この号から編集発行
人・馬上太郎。判型
表記もなくなる

２２号 ３巻６号 8 月  8 月躍進号 36
２３号 ３巻７号 9 月  9 月号 48
２４号 ３巻８号 10 月 10 月号 48
２５号 ３巻９号 11 月 11 月号 56
２６号 ３巻 10 号 12 月 12 月号 50

２７号 ４巻１号＊ 1943 年 １月  1 月号 60 ＊原本表紙は、４巻
11号と誤植

２８号 ４巻２号 2 月  2 月号 44
２９号 ４巻３号 3 月  3 月号 44

第 4 巻

３０号 ４巻４号 4 月  4 月号 50
３１号 ４巻５号 5 月  5 月号 48
３２号 ４巻６号 6 月  6 月号 50
３３号 ４巻７号 7 月  7 月号 40
３４号 ４巻８号 8 月  8 月号 琉球芸術展望号 40
３５号 ４巻９号 9 月  9 月号 40
３６号 ４巻 10 号 10 月 10 月号 生活の科学化号 42
３７号 ４巻 11 号 11 月 11・12 月合併号 38
３８号 ５巻１号 1944 年 1 月 新年号 44

　別冊 　解説・総目次・索引

◎ 原本発行―月刊文化沖縄社 発行［1940年 8月～1944年 1月］　

◎ 揃定価―本体98,000円＋税　ISBN978-4-8350-7849-6
◎ 体裁―B5判・A5判・上製・総1,616頁　
◎ 別冊―解説（粟国恭子・近藤健一郎・世良利和・新城栄徳）・
　　　　　　 総目次（新城栄徳）・索引　[A5判・並製・108頁 ]
　　　　　　 分売価格＝本体1,500円＋税　ISBN978-4-8350-7855-7

◎ 推薦―仲程昌徳・阪井芳貴
◎2015年 12月刊行

　「国体観念の昂揚に資するか戦力増強の一助」となることが雑誌
報国であった時代の中で、あくまで「文化」にこだわり続けた沖
縄の文化人たち。
編集発行人は本山豊、同人は本山豊・石川文一・金城安太郎の三
人で、同時代では唯一の総合文化雑誌を目指し創刊した。第５巻
第１号までの全38号を復刻。
　映画・演劇・舞踊・音楽といった芸能分野に本誌の特徴があるが、
観光、移民事情、政治・経済、教育など、さまざまな領域に関わ
る記事も掲載。
主要執筆者：新崎盛珍、島袋盛敏、島袋全発、尚順、須藤利一、
宮尾しげを、山里永吉、山城正忠、ほか

復刻版概要

復刻版 月刊 文化沖縄　全４巻＋別冊１
◎ 原本発行―月刊文化沖縄社 発行［1940年 8月～1944年 1月］　
◎ 揃定価―本体98,000円＋税　ISBN978-4-8350-7849-6

◎ 体裁―B5判・A5判・上製・総1,616頁　
◎ 別冊―解説・総目次・索引　[A5判・並製・108頁 ]
　　　　　　分売価格＝本体1,500円＋税　ISBN978-4-8350-7855-7
◎ 解説―粟国恭子 (沖縄県立芸術大学附属研究所共同研究員、近現代沖縄文化史 )

　　　　　　近藤健一郎（北海道大学教員、近代沖縄教育史）
　　　　　　世良利和 (沖縄県立芸術大学附属研究所共同研究員、沖縄映画史 )

　　　　　　新城栄徳※総目次作成（「琉文21」主催（ryubun21.net））
◎ 原本提供―翁長良明、新城栄徳、上原実、沖縄県立図書館、
　　　　　　琉球大学附属図書館、沖縄県公文書館、那覇市歴史博物館、
　　　　　　名古屋市立大学総合情報センター山の畑分館
◎ 推薦―仲程昌徳（元琉球大学教員）
　　　　　　阪井芳貴（名古屋市立大学大学院教授）
◎2015年 12月刊行

不
二
出
版

〒
１
１
３・
０
０
２
３

東
京
都
文
京
区
向
丘
１・
２・
１
２

電
話
０
３・
３
８
１
２・
４
４
３
３

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
３・
３
８
１
２・
４
４
６
４

振
替
０
０
１
６
０・
２・
９
４
０
８
４

表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別

2015/12


